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   船舶事故調査報告書 

 

                              令和元年１１月６日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                         委   員  佐 藤 雄 二（部会長） 

                         委   員  田 村 兼 吉 

                         委   員  岡 本 満喜子 

 

事故種類 火災 

発生日時 令和元年７月２１日 １０時１５分ごろ 

発生場所 愛知県衣
きぬ

浦
うら

港９号地南東方沖 

衣浦港西防波堤灯台から真方位０１３°１.８海里（Ｍ）付近 

 （概位 北緯３４°５１.０′ 東経１３６°５６.８′） 

事故の概要 プレジャーボートZest
ゼ ス ト

５は、北進中、船室で火災が発生した。 

Zest５は、操舵室等に焼損を生じた。 

事故調査の経過  令和元年７月２２日、本事故の調査を担当する主管調査官（横浜事

務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

プレジャーボート Zest５、１３トン 

 ２５０－２１５２３愛知、株式会社うお鉄 

 １１.３５ｍ（Lr）×３.９６ｍ×２.４３ｍ、ＦＲＰ 

 ディーゼル機関２基、３９７.２kＷ（合計）、平成３年１月 

 ４サイクル、回転数毎分２,４００、６気筒、ボア１０４.７７mm、 

  使用燃料軽油 

 乗組員等に関する情報 船長 男性 ７２歳 

 一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

  免許登録日 平成１６年６月２２日 

  免許証交付日 平成３１年４月２２日 

         （令和６年６月２１日まで有効） 

 死傷者等 なし 

 損傷 操舵室、船室等に焼損（全損） 

 気象・海象 気象：天気 曇り、風向 南東、風力 ２、視界 良好 

海象：海上 平穏 

 事故の経過  本船は、船長ほか１人が乗り組み、友人７人を乗せ、クルージング

の目的で令和元年７月２１日０９時２０分ごろ僚船１隻と共に愛知県

西尾市佐久島に向けて同県高浜市所在のマリーナ（以下「本件マリー

ナ」という。）を出航した。 

船長は、本船が矢作
や は ぎ

川河口の南西方沖を南東進中、乗組員に操縦を

任せて機関室を見回ったところ、１０時００分ごろ左舷主機の排気管
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のミキシングチャンバから冷却海水が漏えい
．．

し、機関室床面上に深さ

１５cm 程度のビルジが滞留しているのを発見した。 

船長は、左舷主機を停止させ、ビルジポンプを始動させて機関室の

ビルジを排出し、本件マリーナの担当者に携帯電話で連絡し、クルー

ジングを中止して帰航する旨を伝えた。 

船長は、僚船を接舷させて友人７人を移乗させ、僚船を先に帰航さ

せた後、本船の右舷主機を回転数毎分（rpm）を１,５００程度まで下

げて帰航を開始した。 

船長は、本船が衣浦港内に入り、同港９号地南東方沖を北進中、乗

組員に操縦を任せて機関室の見回りを行い、海水が漏えい
．．

してビルジ

が滞留していないことを確認して操舵室に戻った後、１０時１５分ご

ろ、焦げたような臭いに気付いて操舵室後方にある船室（以下「本件

船室」という。）の入口扉を開けたところ、黒煙が吹き出すのを認め

た。 

船長は、操舵室にあった懐中電灯を持ち、火元を調査しようと本件

船室内をのぞき込んだが、煙の勢いが強くて何も見えず、危険を感じ

て先行していた僚船に救助を求めた。 

船長及び乗組員は、本件船室から火炎が上がるのを認めた直後、本

船の右舷側に接舷した僚船に移乗した後、本件マリーナから来援した

救援船に移乗した。 

本船は、間もなく来援した巡視船により消火作業が開始されたもの

の、延焼が継続し、その後沈没した。 

本船は、後日、船舶所有者が手配した業者によって引き揚げられ、

衣浦港南ふ
．
頭岸壁に陸揚げされた後、解体された。 

（付図１ 事故発生経過概略図、付図２ 本船全体配置図、写真１ 

本船延焼中の状況 参照） 

 その他の事項 

 

船長は、本船を平成８年に中古で購入後、１年に数回クルージング

に使用していた。 

本船は、船長が、数か月ぶりのクルージングに備えて、本事故前日

に整備を行った際、本件船室の下部に設置されていたバッテリ（以下

「本件バッテリ」という。）のスイッチを入れたままにしていたので

バッテリが過放電し、出航時に主機を起動できず、別のバッテリを使

用して主機を起動した後、起動に使用したバッテリを取り外し、主機

の運転によって本件バッテリの充電を行っていた。 

本事故当日、本件船室に入室した者はいなかった。 

船長は、本件船室から出火し、右舷側に延焼し、その後本船全体に

火炎が広がったことを移乗した救援船の船上から認めた。 

本件船室には、右舷側に船首側から洗面室、トイレ、シャワー室、

倉庫が配置され、壁面の内側にはそれぞれに照明用の配線が引かれて

いた。 
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本船は、陸揚げ後、本件バッテリ及び配電盤に接続されていた電線

の被覆には著しい損傷は認められず、本件船室の右舷側に著しい焼損

が認められた。 

海上保安庁及び消防局によれば、本事故は、本件船室右舷側に配線

された照明用電線が経年劣化により漏電して過熱し、周囲の可燃物

（ほこり等）に引火したことにより発生した可能性があると推定され

た。 

本船は、建造後から購入前まで絶縁抵抗測定等の電気的な整備の実

施状況を示す記録が残されておらず、また、購入後も同整備を行って

いなかった。 

本船は、機関室に自動拡散型消火器を装備していたが、船室には消

火器等が装備されていなかった。 

（写真２ 本船の焼損状況、写真３ 焼失した本件船室、写真４ 本

事故後の本件バッテリ及び配電盤の状況、写真５ 主機及び燃料タ

ンクの状況 参照） 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 判明した事項の解析 

 

なし 

あり 

なし 

 本船は、衣浦港９号地南東方沖を北進中、本件船室内に配線された

照明用電線が経年劣化により漏電して過熱したことから、発火し、周

囲の可燃物に引火した可能性があると考えられるが、本件船室右舷側

の同電線が完全に焼失しており、出火に至った要因を明らかにするこ

とはできなかった。 

原因 本事故は、本船が、衣浦港９号地南東方沖を北進中、本件船室内に

配線された照明用電線が経年劣化により漏電して過熱したため、発火

し、周囲の可燃物に引火したことにより発生した可能性があると考え

られる。 

再発防止策 今後の同種事故等の再発防止及び被害の軽減に役立つ事項として、

次のことが考えられる。 

・定期的に電気配線の点検を行い、必要であれば修理等を行うこ

と。 

・消火器は、すぐに消火活動が行える場所に設置すること。 

・定期的に絶縁抵抗測定等を行い、漏電の有無を確認することが望

ましい。 

・法令により火災探知器等の設置が求められる船舶以外の小型船舶

であっても、機関室だけでなく船室にも火災探知器等を設置する

ことが望ましい。 
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付図１ 事故発生経過概略図 
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付図２ 本船全体配置図 
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写真１ 本船延焼中の状況 

 
海上保安庁提供  

 

写真２ 本船の焼損状況 
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写真３ 焼失した本件船室 

 
 

写真４ 本事故後の本件バッテリ及び配電盤の状況 
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写真５ 主機及び燃料タンクの状況 
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